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課題と解決策
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022　　　　　　　　　　　　　　　中越地震の始まり　　　　　　　　　　　　　では最大加速度2，515Ga1を記録して、12月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　末に至るまで震度5弱から6強の余震を18

　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟の中越地方長岡市のそばにある栃尾と　　回繰り返し、有感地震を902回記録する未曾

　　　　　　　　　　　　　　　　　いう町で、学生と住民が協働する雁木づくりを　　有のものであった。この中越地震は、川口町

　　　　　　　　　　　　　　　　　1997年から行っている。2004年10月23日（土　　や山古志村の中山間地を震源とし、斜面や地

Φ　　　　　　　　　　　　　　　　曜日）は、活動を手伝っている大工・工務店の　　盤の崩落・亀裂が各所で発生した地盤災害が
≒

葱　　　　　　　　　　　　　　　　人たちと、昼ご飯を食べながら今後の進め方　　特徴であった。台風23号による大雨が山間
じ

薯　　　　　　　　　　　　　　　についてとろとろと話し合っていた。そんな夕　　部の地盤に大量の水分を含ませていたこと
の

房　　　　　　　　　　　　　　　　刻の帰り道、大きな揺れが起こった。急停止　　も、土砂崩れが多かった原因とされている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　しているにもかかわらず大きくバウンドするよ　　新潟県は国内有数の豪雪地帯であり、今回の

　　　　　　　　　　　　　　　　　うにはねる車の中で、工学部の玄関ホールに　　中越地震でも積雪のある時期に起こっていた

　　　　　　　　　　　　　　　　　つくった大きなガラスの壁が崩落したのでは　　ら、受けた被害はさらに大きくふくらんでいた

　　　　　　　　　　　　　　　　　ないかと心配した。これが新潟の中越地方に　　のではないかと危惧されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　大被害を与えた「中越地震」の体験の始まり　　地震の大きさに対して、人的な被害は予想さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　となった。震度5，6に及ぶ余震が続くなかで、　れたほど大きくなかったが、死者51名、重軽

　　　　　　　　　　　　　　　　　2日後の月曜日には、小国町の震災対策本部　　傷者4，795人を記録した。とくに地震発生後

　　　　　　　　　　　　　　　　　から防災無線の電話で、町内の小・中学校の　　のストレス・疲労による死亡は高齢者に集中し

　　　　　　　　　　　　　　　　　被災状況を把握することと応急危険度判定へ　　ており、全体でも死者51名中30人が65歳以

　　　　　　　　　　　　　　　　　の対応を依頼された。新潟県建築設計事務　　上である。建物倒壊や外壁崩落による死亡が

　　　　　　　　　　　　　　　　　所協会の本聞英明氏を中心にした応急危険　　10名と少ないことも特徴である。中越地方は

　　　　　　　　　　　　　　　　　度判定士の体制を確保して、小国町の調査に　　冬期の積雪が3mを超える［図］。幸いにも10

中越地震にょる　　　　　　　　　　　　向かった。どの道が通行可能でどの道が不通　　月23日は降雪の前で、積雪に備えられていた

栃尾市半蔵金地区の被害の様子　　　　　　になっているかまったくわからず、タクシーや周　　家屋の強度が地震に対しても有効であったと

辺市町村からの情報を集めた。柏崎からの迂　　いわれている。

回路を探りながら小国町にたどり着き、小国町

の小・中学校の調査に歩いた。さらに栃尾市か　　耐震補強の推進に向かう新潟の課題

らも小・中学校を含め、集会施設・農協施設・市

庁舎等の応急危険度判定が求められ、地震以　　被災後2年を経過して、最大の被災地である

降の4週間は、被災した建物の亀裂を記録し、　長岡市山古志村では集落全体の移転計画が

写真を撮り歩く日々を過ごした［写真］。とくに小　　策定され、中越地域全体でも住宅の改築と改

国中学校は、地震以前から改築計画を町の　　修が行われている。今回、震源から離れてい

教育委員会と一緒に行っていたこともあり、体　て被害を受けなかった住宅にあっても、自ら

育館での仮設教室や本校舎の復旧の相談を　　住む家の耐震診断と耐震補強の検討は急務

受け続けた。そのなかで、中越地震で避難し　　の課題となっている。2005年度、新潟県は新

た住民は、約600箇所の避難i施設に10万　　潟県建築設計事務所協会と連携して、地域に

3，000人を記録していた。　　　　　　　　よって異なる積雪条件等を考慮しながら、耐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　震診断の流れと補強方法・コストについて検

旨　　　　　　　　　　　　　　　　　中越地震は、深さ10km、最大震度7、マグニ　　年度からは耐震診断の補助事業と耐震促進

チュード6．8の直下型地震であった。川口町　　計画の作成をスタートさせて、現状の耐震化
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率71％からの改善を進めている。　　　　　　が避難場所となり、長い期間避難生活を余儀

しかし、耐震補強を進める動きの前には、多　　なくされた人たちが多い。避難場所での生活

くの問題もある。まず、住民の問題として、耐　　が引き起こしたエコノミー症候群や、避難所

震の性能に対する認識が低いこと、耐震補強　　となった体育館や集会施設での不自由な生

に対する正確な情報が得にくいこと、気軽な　　活が、高齢者に大きなストレスや疲労を与え

相談窓ロがないこと、改修費用が高いこと、工　　ていた。耐震補強を考えるうえで、地震直後

事中の生活の担保が困難なこと等が挙げら　の家屋崩壊を避けるとともに地震後の避難生　　　　　　　　　　　　　　023　1

れている。また、建築側からは、耐震補強への　　活の質的な担保という視点を考えることも課

十分な技術を持った専門家の不足、耐震補　　題となる。

強の報酬が少ないこと等が指摘されている。

さらに、中越地震を体験した新潟では、その　　新潟での耐震補強推進への意見

うえで以下の問題が重なってくる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Φ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒
1　中越地震の特性としての地盤災害　　　　中越地震での体験を通して強く感じているの　　　　　　　　　　　　　　　蕾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳
中越地震は大きな地盤災害による被災で、必　　は、建築士・研究者の社会的な責任として、建　　　　　　　　　　　　　　　　碧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆずしも住宅単体の耐震性能だけが問題では　　築の安全性に向かう自主的な活動の必要性　　　　　　　　　　　　　　　　8

ないことをみんなが体験として学んだ。長岡　　である。前述のように、耐震補強のプロセスが

市にある高町団地では、盛土・切土の部分だ　　市場原理で動くことを前提にすると、補強費用

けが被災し、そこから外れていた住宅の被害　　や建築士への報酬が問題になるし、地域固有

が軽微だったことはその特徴をよく表してい　　の問題にも向かいづらくなる。もちろん市場を

る。現在行われている住宅の簡易診断・一般　　広げる努力も必要で、DIYでの自力改修を身

診断にあっても、地盤の性能に関する質問は　　近なものとできる補強・改修システムや部品化

極めて簡単なもので、地盤災害が危惧される　　のなかで、部分的な耐震補強の可能性を探る

地域・地震には十分ではないように思われる。　　こともある。まず、関心の低さを耐震補強停滞

2一積雪を考慮した時の耐震補強の費用　　　の原因と見る前に、建築にかかわるわれわれ

新潟では1mの積雪を考慮しただけで、耐震　　が住んでいる人たちの安全をまず先に考えて、

補強の費用が300－400万円になってしまう。　地域ごとに住民に近づいていく仕組みをつくり　　新潟県の地震と積雪分布

鱈を考慮しない膿禰の騨的な費用出すべきだと駄それこ腱築にかかわる全嚢翻欝驚慧諜灘霧総

99万円と比較すると、簡単に負担できる額で　　員がこの手に持っている社会的な役割である。　が作成。

はない。さらに対象となる1981年以前の住宅

には高齢者世帯が多く、現在の住まいが長期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．

3一積ヨによる2次的な被口

被災の判定の問題等にかかわっていて正確

な数値は公表されていないが、地震で被災し

た家で除雪や屋根雪下ろしができないため

mの区域

vol．121　Nα155312006年11月号　　　Jo翻of血chl甑㍑㎝d　Bulldlng鋭1ence健築雑誌


